
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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来週の奉仕者
（５月２４日）

岩崎祥誉

西嵜芳栄
西嵜真由美

山本麻美

岡本享子
河島晃太
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　「神よ、変えられないものを受け入れる心の静けさと
変えられるものを変える勇気と　その両方を見分ける英知を与えて
下さい。」
“ライン・ホルトニーバー牧師” が祈った祈りです。私もとても大切
にしている祈りの１つです。ある生徒にこの祈りの言葉の栞（しおり）
を作って渡しました。Sくんはその場で栞を床に投げ付け捨ててし
まいました。
Ｓくんは自分が幼いころ受けてきた暴力や暴言を、他人に向けてし
てしまう自分に悩みながらも、それがやめられない子でした。そん
な面と相反して彼の目はすごく純粋で、根は本当に心優しい子でし
た。出会った頃、Sくんが授業の先生に対してあまりの暴言、態度
をみかね、そのことを注意をしたことから、私はそのＳくんに嫌わ
れていました。日々の私に対する態度と暴言に、心折れそうになり
かけたことが何度もありました。でも祈ると、あきらめてはいけな
いと示されるので、無視をされても、毎日、挨拶をして声をかけ続
けました。このことに意味があるのか、先が見えないそんなやり取
りが繰り返されました。ただただ毎日Ｓくんの事を祈りました。そ
んな中で、渡した栞でした。
栞を渡して数ヶ月がたった頃、Ｓくんが私のところに来ていつも胸ポ
ケットに入れている生徒手帳を見せてくれました。そこにはあの栞
が入っていました。
「何かあったときにはいつもこれを見るんだ。先生、ありがとう。」
と伝えてくれました。神様が Sくんをずっと愛し続けて、触れて下
さったことを感じ胸がいっぱいになり、感謝しました。この春卒業
をしていった Sくん。卒業してからも手紙をくれます。Sくんの事
を愛してやまない神様。Sくんがいつか神様に出会うその日まで、
祈り続けていきます。
「何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈り
と願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。
そうすれば、人のすべてにまさる神の平安が、あなたの心と思いを
キリスト・イエスにあって守ってくれます。　」
ピリピ人への手紙４：６～７

　　　Ⅰ歴28～ 29、Ⅱ歴1～ 5水 2金 4

「コラム」
変えられないものを受け入れる心の静けさと
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牧ゆい子

秋山耕平

堀川あや

澤口建樹

牧三貴子

　

新開佑香　野上怜律坂本竹子

岡本早苗

牧唯恵

吉野弘晃

ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｷｻﾝｶﾞﾗ

谷口則子

　　

（ ２０２０年５月１０日 ）
（要約者：秋山恭子）

誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

　今週はⅠ歴代誌 (28，29章）が終わり、Ⅱ歴代誌 (1章～ 5章 )
へと入っていきます。Ⅰ歴 28,29 でダビデはイスラエルの勇
士全てをエルサレムに召集し、ソロモンの本格的即位礼と共
に神殿建設の任務を委ねることを伝えます。それは神殿建築
者としてのソロモンに国を挙げて協力する事を誓う式典でも
ありました。神殿建設に並々ならぬ興味と情熱を持つダビデ
の準備を先週の箇所で見ましたが、今週のこの箇所では、そ
の情熱がダビデのスピーチに溢れんばかりに出ているのが感
じられました。聖書の文面だけしか読んでいないのに、力強
さがひしひしと伝わってくるものがありました。その情熱が
伝わったからだと思いますが、イスラエルの各国々から捧げ
られたものは金 17万㎏あまり、銀 34万㎏、青銅 61万㎏あ
まり、鉄 340 万㎏と宝石となりました。どのような規模のも
のだったのか想像がつきませんが、私はオバマ前大統領の就
任式がイメージされました。そしてソロモンは、Ⅱ歴 1で神
様に知識と知恵を求め神殿建設にとりかかりました。ダビデ
から託された仕様書に基づき忠実に神殿建設とそこで使用す
る各種の器具に至るまで作っていきました。神殿を建て神殿
礼拝をするというダビデの思いが、ソロモンとの２代の長い
年月と巨額の金額をかけ実現しました。ⅠⅡ歴代誌通して 65
章の中で、神殿建築の記事に 12章が割かれているのを見る
と筆者の思いも強く出ているように感じられました。

牧　一穂　牧師
行司伝道師

全本みどり
永井比和子

　１日　山本心春
　２日　福山友梨
　６日　和田　力
　７日　森田莉功
　９日　髙杉美代

　９日　西嵜　優
１０日　辻総一郎
１１日　佐藤伶香
１３日　佐藤　裕
　　　　佐藤　彰

１３日　鈴木誠一
　　　　鈴木大智
１４日　藤原すず花
１５日　泉水幸誠
１６日　梁平慧

２３日　小野田洋子
　　　　矢崎晴大
２５日　吉野弘晃
２７日　澤口建樹
２８日　岡本早苗

２０日　堀川あや
２１日　坂本竹子
２２日　新開佑香
　　　　野上怜律
　　　　牧ゆい子
　

　
5 月の誕生者
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　富岡牧

　この使徒の働きの著者であるルカは医者です。そして使徒たち
が 40 日間イエス・キリストに会った後、彼らに命じられたこと
は何だったのか、イエス・キリストのバトンを受け継いだ人たち
がどうやって生きたかについて書いてあります。

　
エンパワーメント・・・個人や集団が自らの生活への統御感を獲
得し、組織的、社会的、構造に外郭的な影響を与えるようになる
こと。　　　私たちには他の人の目線があります。ですから、他
の人があなたに語る言葉でニュースによって変わる、友達の言葉
で変わる、親、夫、妻の発言によって変わるということです。そ
こで大事なのがエンパワーメントです。では、人から言われたこ
とをどうやって正しいかどうか判断するのでしょうか。
私たちは内側にいるといつもグチャグチャしているので、少し外
側へ出て、個人、集団、生活について自らで統御感を持たなけれ
ばならないと言っているのです。弟子たちは、イエス・キリスト
と３年間共にいました。そして、イエス・キリストが十字架にかかっ
て死んで絶望しました。自分がついて行くはずだった人が死んで
しまったのです。どう生きていいのかわからないのですから、弟
子たちにとっては最悪です。そんな弟子たちに復活されたイエス・
キリストが語られたのがこれです。
彼らと一緒にいるとき、イエスは彼らにこう命じられた。「エルサ
レムを離れないで、わたしから聞いた父の約束を待ちなさい。（使
徒 1：4）
私たちは待たないといけないのに待てないのです。母の役割は何
なのかというと、「待つ」ということです。「神は全てを知っている。
し　かし人はわからない。」　“知っている人” はその相手がわかる
ようになるまで待たなければならないということです。しかし私
たちは、このことに非常に愚かで、“わかっている” と待てません。
例えば、幼い子が歩いていて、そこにつまずきの棒がある。その
子は、つまずいて転んで、はじめて痛いことがわかります。しか
し大人は、その子がつまずく物をとってしまいます。転ぶと痛い
ことを知っているから、とってしまうのです。つまずく原因をは
じめから取り除いてあげること、これが母の役割でしょうか？そ
のようにされた子は、何もできない人になってしまいます。だか
らこそ、神さまは、「あなたの生まれ故郷を離れて、わたしが示す
地に行きなさい。」言ったきり何も言わないのです。けれど、「あ
なたの足の踏むところ、わたしがあなたと共にいて全てあなたに
与える」と約束しました。大事なことはこれなのです。神さまは、
手取り足取り教えるわけではないけれど、その人と共にいて、そ
の人が困ったとき助ける、と言ったのです。私たちがしなければ
ならない聖書の概念はここにあります。始め、子どもは母からエ
ネルギーをもらう。そしてそのエネルギーを受けた子が他の人た
ちにそれを分け与えるようになるまで待つ、ということです。
しかし、待つだけでは、その子が間違った方向に行ったら、どう
しようもありません。だから母には「信じる」という役割があり
ます。子どもは両親に信じてもらうと、その両親が信じている道
以外には行きたくないのです。間違った道を行きそうになっても
戻ってきます。「ぼく、わたしは親に信じられていない。」と言わ
ないでください。なぜなら、母を立てた神さまがあなたを信じて
いるからです。

モーセの母、ヨケベドはどんな気持ちでモーセを川に流したので
しょうか？「母の乳房」とは、神の願いなのです。イエス・キリ
ストはペテロがつまずきそうになったとき、こう伝えます。「あな
たがつまずいても起き上がれるように祈っておいた。」そしてこれ
が、全能である父に任されたイエス・キリストの役割なのです。モー
セの母ヨケべドは、どうかこの子が誰かに拾われ、育てられ、役
割を果たすようにと、祈ったのです。ヨケベドはずっとそのよう
に祈り続けたはずです。モーセの名前の意味は、「すくい上げる」
です。ですから母に期待され信じられたモーセは、とうとう、エ
ジプトから逃れたイスラエルの民をすくい上げる人になりました。
母は自分を見つめ、その子に思いを託すのです。しかしそんな時
やってはならないことは、その子の目の前の障害物を取り除くこ
とです。障害物を通して、人はその乗り越え方を学びます。神さ
まも私たちに手取り足取り教えてくれません。
私たちは、自らが見るべきものにもう一度目をつむって、目を向
けることをしなくてはいけません。人を見て、人の言葉で判断し
てはならないのです。クリスチャンになって神さまとの関係が深
くなると、私たちは安心します。人は、弱ったとき、その弱った
人を支えることで、神さまとの関係をもどせるのです。神さまは
私たちの心に触れるとき、役割を持って触れてくるのです。だから、

あなた自身が母としての役割を持つために、神さまの前に出て、
母から愛される必要があると伝えています。

大切なことは、聖霊さまが心に触れてくるまで、私たちは事をス
タートさせてはいけないということです。私たちは、不安なまま
動いてはいけないのです。間違うからです。あなたの力で神さま
のルールを聞いて、行おうとします。神さまの方法を一部だけ聞
いてやろうとします。だから失敗するのです。神さまが私たちに
しなさいと言われていることは、聖書が教えていることをあなた
が生きて見せなさい、ということです。神さまは「わたしの前に
出て、平安を受けなさい。そして、わたしと共に生きなさい。」
と言われたのです。聖書の生き方とは、主が共にいる生き方です。
ですから、主が共にいないのなら「やるな！」ということです。
そこで、今、「待て。」と言われています。あなたの職場で問題が
起こって悩んだとき、あなたの上司や家族があなたに対してふさ
わしくない行動をとったとき、これはこのうえない喜びと思って
ください。ダビデは言いました。「わたしは苦しみに遭ったこと
は幸いでした。そこで神の奥義を学んだ。」
私たちは神さまの新しい段階に生きるため、力が与えられるまで
待たなければなりません。あなたが事をなそうとしているとき、
目をつむってあなたと神さまが共にいることを確認してくださ
い。いくら正しいことを相手に伝えても、相手は絶対に変わりま
せん。なぜなら、正しさは相手に向いたとき、その相手は裁かれ
たと思うからです。しかし、神さまが共にいると、人々は変わる
のです。重要なのは主の命令を守ることです。その命令は「待て。」
ということです。
神さまは私たちからは離れません。そうではなく、私たちが神さ
まを追いやってしまうのです。「エルサレムにとどまっていなさ
い。」エルサレムはイエス・キリストが十字架につけられた地です。
いつも戦いのある地です。人々の人生の象徴のようなところです。
「自分が正しい。」と言って争っている場所です。ところが、エル
サレムとは、「平和」という意味なのです。イエス・キリストは、
弟子たちにこのエルサレムにとどまれと言いました。あなたの人
生で、問題だらけの場所（家庭、職場・・・）、そこにとどまって待て、
と言われたのです。そこから逃げろとは言われてないのです。弟
子たちはエルサレムにとどまっていたとき、聖霊さまの力を受け
て、そのエルサレムを変えたのです。私たちは、母の目線を持っ
て信じるのです。腐ったエルサレムが、神の平和の場所になるの
です。イエス・キリストが戻ってこられるのは、その問題のただ
中なのです。母は、問題から逃げず信じて待って、神さまの力を
受けたとき、主がせよと言われたことを信じて行うのみなのです。
あなたは今日、古いエルサレムに生きるのをやめて、そのエルサ
レムに起こる新しい神の計画をもう一度信じるべきです。

皆さんの中にある愛せないという気持ち、母なのにその子を信じ
ることができず何かをしてしまうこと。もしかしたら、あなた自
身があなた自身を信じられなくなっているのかもしれません。い
まあなたは２つの話を聞いています。母の役割をどう生きるか、
そしてあなたは自分の過去を解決されているか、ということです。
あなたが母として生きるために、しっかりと過去の自分を今、抱
きしめてください。神さまはずっとあなたを見ていました。ずっ
とあなたを抱きしめていました。あなたは一人ではありませんで
した。両親の役割は、神さまが共にいることを伝えるための道し
るべであって、良かろうが悪かろうが道しるべなのです。神さま
は今、あなたに愛していることを伝えるために「エルサレムにと
どまって、わたしの力を着せられるまで待っていなさい。」と言っ
ています。「待ちなさい。心を落ち着かせて待ちなさい。わたし
の約束の霊があなたに与えられるのを待ちなさい。足を踏み出す
前にわたしと共にいなさい。」と言われています。すると主はあ
なたに力を着せてくれます。そうすると変わるのです。あなたも
造りかえられるのです。あなたが蒔いてきたことがどれだけ感謝
であったか、あなたの子どもたちも知るようになるでしょう。今
もし、親子関係で何かが起きているなら、まずあなたが神さまに
愛されていることを知るためにそのことがあることを知ってくだ
さい。まず神さまの元に帰ってください。鎖が解き放たれ、あな
たは回復されるようになるでしょう。するとあなたは、その人を
外郭的に包み込み、その人が間違った道にそれないために、その
人を信じて守る大きな要塞になるのです。彼らはその中で、正し
いことを選ぶでしょう。母の役割は、父なる神があなたを信じて
待つように、あなた自身が子どもたちを信じることです。

「母の目線＝信じて待つ」
　　　　　　　　　　　使徒1：１～5 

　　　

エンパワーメント

過去の鎖

目を閉じて感じる　　強く待つ

エルシャダイ＝母の乳房

セル祈祷会

セル祈祷会

セル祈祷会


